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５．火山泥流と砂防Ｑ＆Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十勝岳火山泥流対策基本計画について 

 十勝岳の泥流対策は、1986 年（昭和 61 年）に設立された「十勝岳周辺火山泥流対策検討

委員会」（委員長：北海道大学農学部・東三郎教授：当時）により取りまとめられ、1989 年

（平成元年）３月２日に提出された基本計画に基づいて進められています。 

 十勝岳の大正泥流を計画の基本とし、これと同程度の噴火によって引き起こされる泥流を対

象として、以下のように想定されています。 

 

 

① 噴火位置は山頂部のグラウンド火口周辺とする。 

② 泥流の発生・流下経路は、現在の地形に対して美瑛川・富良野川それぞれ

の流域に流下する可能性を検討し、個別に定める。 

③ 泥流の規模は、大正泥流噴火相当の噴出物による融雪量を想定する。 

④ 泥流の材料になり得る土砂の分布は、現在の状況下を用いる。 

                     （※一部を原文から意訳しています） 

  

砂防施設というと単純に「土砂の流れを止めて

しまうもの」と思われがちですが、それが全て  

ではありません。砂防とは「そのまま放置すれば

危険となる土砂の流れを抑制・調整して、自然に

なじませながら、土砂災害を抑えること」を基本

としています。 

砂防施設の配置を検討する際には、まず想定 

する土砂災害現象（泥流など）の規模（土砂量）

を決め、泥流に含まれる礫の粒径なども調査・ 

分析結果に基づいて設定します。その上で、上流

から下流にかけて、泥流全体の中のどのような粒

径の土砂（および流木）を、どの程度の量を対象

に、どこで対応するかを考えながら、計画を策定

していきます。対象となる土砂には、上流から流

れてくるものだけではなく、河床や河岸が泥流に

侵食されて生産される土砂も含まれます。 【このＱ＆Ａの主題】 

・国や北海道が協力して、泥流の破壊力

を弱めるための施設を造っていること 

・泥流の破壊力を弱めていく方法 

 （上流から下流へ） 
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親水公園の機能も持つ十勝岳流路工 

泥流が流れる河道を固定して安全に下

流へと流すために白金温泉に造られた流

路工は、普段は親水公園としても利用でき

るように水路や歩道がつけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クイズの答え 

富良野川２号透過型えん堤（ダム） 

【長さ】 ９１７ｍ（答え②） 

東京タワーを３つ寝かせたほどの長さを持って

おり、このような形式のえん堤（ダム）として

は世界一です。しかし、大正泥流はこのえん堤

の長さ（幅）いっぱいに氾濫して流下しました。 

 

【えん堤部の高さ】 14. 5ｍ（答え②） 

 砂防えん堤の高さは、想定する泥流や土石流

のピーク流量や水深に応じて決められます。あ

まり高くし過ぎると泥流の衝突で壊れてしまう

ことなどを考えながらえん堤の設計がなされて

います。原則 15m 未満にすることとされてい

ましたが、平成 19 年に改訂された砂防計画指

針ではこの条件が外され、現行指針（平成 28

年４月改訂）でも踏襲されています。 

 

 

 

 

 

【格子の幅】 約２ｍ（答え②） 

 格子の幅は、えん堤サイトの上下流方向それ

ぞれ 200m 以内において、河床にある岩の最大

粒径などを基に決められます。このような透過

型えん提の一般的
．．．

な利点の１つは、比較的細か

い土砂を下流へと通過させるため、えん提が平

常時から満砂するのを防げることです。 

泥流の際には、大礫や流木でえん堤が詰まる（閉

塞する）ことにより、大きな貯砂量を確保しま

す。但し、一度えん堤が閉塞してしまうとバッ

クホーなどの重機で土砂や流木をとりのぞかね

ばなりません（除石工）。 

この作業はとても大変で 

すが、砂防施設の機能を 

効果的に発揮させるため 

にはとても重要です。 

【このＱ＆Ａの主題】 

・透過型えん提など、ユニークな形をして

いる施設が持つ役割 

・国立公園であることなどを考慮し、自然

景観になじむ施設造りをしていること 
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★しかし、2016 年現在までに配置された数多くの施設を持ってしても、大正泥流と同規模の 

泥流被害を全て無くすることはできません。火山の監視・観測や、その結果に基づくふもと

の避難対策は現在でも必要です（副読本Ｑ５－５参照）。 

 

 治山ダムの目的 

  治山ダムは、河床や河岸の侵食を軽減し山の斜面の土砂を安定させ、斜面における侵食を軽減

させることで木々の成長を守るとともに、森林の持つ防災機能を高めることを主な目的として造

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

治山ダムの役割 

（兵庫県六甲治山事務所ホームページの図を改編）

ここに上げた数字は、以下の各種（工種）

の施設を１つ１つ数え上げていった合計の数

です。 

「十勝岳の火山砂防」（旭川土木現業所※作成パン

フレット, 2005）掲載の一覧表より集計 

（※現 旭川建設管理部） 

【砂防施設】 

床固工・砂防えん堤（ダム ※低ダム含む）・

帯工・底面スクリーンダム・透過型ダム・ブ

ロック型ダム・流路工 

※帯工：河床の安定を図るために施工される砂防

施設です。特に、床固工の間隔が長く、局所的

に洗掘が生ずるおそれがある箇所に用いられま

す。 

 

【治山施設】 

治山ダム（えん堤）・床固工・谷止工・導流堤 

（上流で土砂の侵食を防ぐ施設の約半数は治

山施設です。美瑛川の支流である尻無沢川

や硫黄沢などに配置されています） 

 

【このＱ＆Ａの主題】 

火山泥流を、１つの大きなダムで全てせき

止めることは不可能であり、多くの施設が

配置されていること 

硫黄沢（白金温泉上流）の 

治山ダム 
（写真：北海道森林管理局旭川

事務所） 
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「十勝岳の火山砂防」（旭川土木現業所作成パンフレット, 2005）より 

 

崩壊土砂：岩なだれにより

流下した土砂 

 3
1
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十勝岳流路工ができる前と後の様子 

白金温泉の流路工をつくる前は、大正泥流が実際に氾濫した場所の上に温泉街が広がっていまし

た。泥流を安全に流すことが難しく、温泉街に溢れて被害が出る危険が高いとされていました。  

流路工の整備後は、この沢で泥流が温泉街に氾濫する危険は小さくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【無人化施工】 噴火活動中に噴石や火砕流などの危険があるエリアで緊急・応急対策の砂

防施設を施工する必要がある場合、工事従事者の人命を守るために、遠隔操作による無人

重機を使用した施工も行われています。（右の写真は有珠山 2000年噴火時に活躍した無人

化施工の重機。 写真：北海道開発局） 

これまでに十勝岳に造られた施設の施工期

間を見ると、床固工や治山ダム・帯工などの

ような比較的規模の小さい施設は、１基当た

りほぼ１年以内に完成していますが、これら

はある程度の基数を配置して効果を上げる施

設であり、例えば富良野川上流に建設された

32 基の床固工群は、1981～1989 年（昭

和 56～平成元年）まで８年間かけて造られ

ています。 

大きな容量の施設（特に砂防えん堤）に  

なるほど施工期間は長くなり、美瑛川・富良

野川沿いに造られた多くのえん堤が、３年～

４年程度の年月を完成までに要しています。

富良野川沿いにある富良野川３号砂防ダムは

特に大規模なもので、1973～1984 年（昭

和 48～59 年）にかけて１度造られました

が、1991 年（平成 3 年）からその嵩上げが

行われています。白金温泉にある十勝岳流路

工も比較的長い施工期間を要しており、

1990～1995 年（平成 2～7 年）にかけて

造られました。 

（旭川土木現業所※作成パンフレット,2005）より 

 ※現 旭川建設管理部 

【このＱ＆Ａの主題】 

砂防や治山の施設を造るのには時間がか

かり、十勝岳山麓の施設はまだ整備が続

けられていること 

（従って次の噴火への住民の備えも重要

であること） 

流路工 

道路の計画 完成した道路 

流路工の 

計画 

泥流の 

通り道 

（写真：旭川開発建設部資料） 
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繰り返し発生していた泥流 

 富良野川流域における最近の調査結果に 

よると、今から４万年前以降現在までに、 

泥流が少なくとも１４回発生していたこと 

が分かってきました。大正泥流以前で、現 

地で確認された最も新しい富良野川の泥流 

は西暦 1740 年頃に発生し、上富良野盆地 

まで達したことも明らかになりました。 

 火山泥流が繰り返し発生することは、被害 

の可能性が高いことと同時に、谷を土砂が埋 

めることによって泥流の氾濫・到達範囲が広 

がり、災害の規模も大きくなる可能性があり 

ます。このようなことも考慮しながら、今後 

の防災対策を講ずることが大切になります。 

 

南里・ほか（2008）より 

【十勝岳噴火総合防災訓練】 

 毎年２月の下旬に実施されています。これ

は十勝岳火山防災会議協議会が主催する十勝

岳噴火に備えた防災訓練で、上富良野町、  

美瑛町など地元の住民や、30 余りの関係機関

合わせて千人以上が参加し、災害時における

避難や泥流埋没家屋からの救出、情報伝達 

などの訓練が行われています。警察と消防隊

員が連携し、負傷者のヘリコプターなどに 

よる救助救出訓練や未避難者の確認訓練など

も行われています。 

【このＱ＆Ａの主題】 

施設によって泥流の被害を軽減すること

（ハード対策）だけではなく、火山の監視

や避難によって人命を守ること（ソフト対

策）も大事であること 

※藤沢ら(2007)による

年代値は約 3,300 年前 


